
（様式第４号）  

仕様書に対する質問・回答書 

 

                                                          令和６年１２月１１日 

 

  岡山県消防保安課長 殿 

 

                                  所   在   地 

                                  商号又は名称 

代   表   者                      

                                     （担 当 者                    ） 

                                     （電話番号             ） 

                                     （ＦＡＸ番号                          ） 

公告番号 第587号 

業 務 名     消防防災ヘリコプターテレビ電送システム地上設備更新業務委託 

 

 

 

質 

 

 

問 

  

 

事 

 

 

項 

 

 

・引き渡された目的物（消防防災ヘリコプターテレビ電送システム地上設備 

更新業務）の契約不適合責任期間はいつまでになりますでしょうか？ 

 

 

 

回 

 

 

 

 

 

答 

 

 

 

 

 

本委託業務で使用する委託契約書に基づき、引き渡しを受けた日から３年

以内です。 

 

  



 

（様式第４号）  
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                                                         令和６年１２月１１日 

  岡山県消防保安課長 殿 

                        

                                  所   在   地 

                                  商号又は名称 
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                                     （担 当 者                    ） 
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業 務 名     消防防災ヘリコプターテレビ電送システム地上設備更新業務委託 

 

 

 

質 

 

 

問 

  

 

事 

 

 

項 

 

 

・＜仕様書P.5＞既設の防災情報ネットワーク（防災行政無線）の改修費につ

いては本業務の対象外となる認識ですが、接続に関わる会社間調整やそれ

により発生する費用は本業務の範疇という理解でよいでしょうか？（接続

に関する責任はどこが負うのでしょうか？） 

また、事前に既設業者の窓口について開示をお願いいたします。 

 

 

 

回 

 

 

 

 

 

答 

 

 

 

 

 

ご認識のとおりです。 

既設業者の開示については、契約締結後に開示いたします。 

 

  



 

（様式第４号）  

仕様書に対する質問・回答書 

 

                                                         令和６年１２月１１日 

  岡山県消防保安課長 殿 

 

                                  所   在   地 

                                  商号又は名称 
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                                     （担 当 者                    ） 

                                     （電話番号             ） 

                                     （ＦＡＸ番号                          ） 
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質 

 

 

問 

  

 

事 

 

 

項 

 

 

・世界的な半導体不足から発する社会全体の生産リスクが、いまだ一部で顕

在化されており、本案件においても、機器の製造期間が長期化することも

考えられます。 

また、今回の現地施工期間は、降雪などが懸念される時期となることも想

定されます。 

それら不測の事態による影響の場合は、工期延長などの対応のご相談は可

能でしょうか？ 

 

 

 

回 

 

 

 

 

 

答 

 

 

 

 

受注者の責めに帰すことができないやむを得ない事由がある場合、工期の

延長について協議可能です。 


